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参考資料４ 都市構造の分析 

 

 

 

 

 

 

 

人口変化 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年

総数 18,815 18,537 17,713 16,704 12,315 12,046 11,563 10,885 10,152 9,396 8,625
男性 9,150 9,004 8,586 8,070 6,168 5,978 5,686 5,317 4,924 4,522 4,132
女性 9,665 9,533 9,127 8,634 6,147 6,068 5,881 5,568 5,225 4,874 4,492
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人口

(人)
割合

面積

(ha)

人口密度

(人/ha)

人口

(人)
割合

面積

(ha)

人口密度

(人/ha)

人口

(人)

人口密度

(人/ha)

用途地域 1,777 14.8% 42 42.31 1,902 22.0% 54 35.22 107.0% 83.2%

既存市街地 5,830 48.4% 325 17.94 3,546 41.1% 325 10.91 60.8% 60.8%

その他 4,439 36.9% 226 19.64 3,178 36.8% 226 14.06 71.6% 71.6%

町域 12,046 100.0% 593 20.31 8,626 100.0% 605 14.26 71.6% 70.2%

※100ｍメッシュのうち、令和２年では居住が確認されているメッシュの合計値（1メッシュ=1ha）を面積としています。

 令和27年では、用地地域内の未利用地にも居住が確認されている前提としてメッシュを合計しています。

※端数はその他で調整

増減割合

区分

令和２（2020）年 令和27（2045）年
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総数（人） 割合 総数（人） 割合 総数（人） 割合 総数（人） 割合

利用地域 7,562 62.8% 3,807 63.3% 5,679 65.8% 2,617 67.3%

空白地域 4,484 37.2% 2,206 36.7% 2,947 34.2% 1,269 32.7%

総人口 12,046 100.0% 6,013 100.0% 8,626 100.0% 3,886 100.0%

※空白地域の人口＝総人口－利用地域人口

区分

現況（令和２（2020）年） 将来（令和27（2045）年）

全体人口 生産年齢人口 全体人口 生産年齢人口
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総数（人） 割合 総数（人） 割合 総数（人） 割合 総数（人） 割合

利用地域 7,070 58.7% 3,567 59.3% 5,164 59.9% 2,364 60.8%

空白地域 4,976 41.3% 2,446 40.7% 3,462 40.1% 1,522 39.2%

総人口 12,046 100.0% 6,013 100.0% 8,626 100.0% 3,886 100.0%

※空白地域の人口＝総人口－利用地域人口

区分

現況（令和２（2020）年） 将来（令和27（2045）年）

全体人口 生産年齢人口 全体人口 生産年齢人口
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総数（人） 割合 総数（人） 割合 総数（人） 割合 総数（人） 割合

利用地域 8,187 68.0% 753 70.1% 6,097 70.7% 480 72.5%

空白地域 3,859 32.0% 321 29.9% 2,529 29.3% 182 27.5%

総人口 12,046 100.0% 1,074 100.0% 8,626 100.0% 662 100.0%

※空白地域の人口＝総人口－利用地域人口

区分

現況（令和２（2020）年） 将来（令和27（2045）年）

全体人口 年少人口 全体人口 年少人口
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総数（人） 割合 総数（人） 割合 総数（人） 割合 総数（人） 割合

利用地域 6,620 55.0% 2,658 53.8% 5,015 58.1% 2,299 56.4%

空白地域 5,426 45.0% 2,286 46.2% 3,611 41.9% 1,778 43.6%

総人口 12,046 100.0% 4,944 100.0% 8,626 100.0% 4,077 100.0%

※空白地域の人口＝総人口－利用地域人口

区分

現況（令和２（2020）年） 将来（令和27（2045）年）

全体人口 年少＋老年人口 全体人口 年少＋老年人口
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総数（人） 割合 総数（人） 割合 総数（人） 割合 総数（人） 割合

利用地域 5,920 49.1% 2,398 48.5% 4,426 51.3% 2,048 50.2%

空白地域 6,126 50.9% 2,546 51.5% 4,200 48.7% 2,029 49.8%

総人口 12,046 100.0% 4,944 100.0% 8,626 100.0% 4,077 100.0%

※空白地域の人口＝総人口－利用地域人口

区分

現況（令和２（2020）年） 将来（令和27（2045）年）

全体人口 老年人口 全体人口 老年人口
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総数（人） 割合 総数（人） 割合 総数（人） 割合 総数（人） 割合

利用地域 7,999 66.4% 2,398 48.5% 5,856 67.9% 2,819 69.1%

空白地域 4,047 33.6% 2,546 51.5% 2,770 32.1% 1,258 30.9%

総人口 12,046 100.0% 4,944 100.0% 8,626 100.0% 4,077 100.0%

※空白地域の人口＝総人口－利用地域人口

区分

現況（令和２（2020）年） 将来（令和27（2045）年）

全体人口 老年人口 全体人口 老年人口
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(※)

(※)徒歩圏域：都市構造の評価に関するハンドブック(平成 26 年 3 月国土支通者)に基づき、バス停 
(※)徒歩圏域：から半径 300ｍ圏、鉄道駅から半径 800ｍ圏としています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

300m圏内 300m圏外

800m圏内

800m圏外
公共交通

空白地域

町民バスのカバー圏

鉄

道

の

カ

バ
ー

圏

区分

公共交通利用地域

総数（人） 割合 総数（人） 割合 総数（人） 割合 総数（人） 割合

公共交通利用地域 9,720 80.7% 3,974 80.4% 7,023 81.4% 3,326 81.6%

公共交通空白地域 2,326 19.3% 970 19.6% 1,603 18.6% 751 18.4%

総人口 12,046 100.0% 4,944 100.0% 8,626 100.0% 4,077 100.0%

※空白地域の人口＝総人口－利用地域人口

将来（令和27（2045）年）

全体人口 老年人口全体人口 老年人口

現況（令和２（2020）年）

区分
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